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歴史的建物の建築金物について　– 10　「手動式シャッター」　
角野　茂勝

　歴史的建物の中にシャッターが使われて

いることは、あまり想像できないのでは無

いのでしょうか。しかしシャッターは昔の

建物にも使われていました。古いものでは

辰野金吾によって明治 29 年、日本橋に建

てられた旧日本銀行があります。ここでは

部屋を仕切る為に幅の広いシャッターが使

われ、各部屋の窓用には幅が狭く小さなも

のが使われておりました。旧日本銀行は、

日本で最初に輸入シャッター (英国製 )が

使われた建物と考えられています。日本製

のシャッターは明治後期に、特許申請が出

され製作されています。

　伝統技法研究会で調査した建物の中で

シャッターが使われていたのは、国の登録

有形文化財で大正 10 年竣工の旧田中家住

宅洋館棟(川口市所有)があります。シャッ

ターが付けられた所は洋館棟に増築した木

造和館棟(住宅)との境界部分です。シャッ

ターは増築された昭和 9年に設けられたそ

うです。

　その他には、豊島区東池袋にある旧鈴木

家住宅の書斎棟に手動式シャッターが使わ

れていました。この住宅は 3棟で構成され

ており、敷地の東側に位置する書斎棟は昭

和 3年に大塚泰設計・監理、鉄筋コンクリー

ト造で当初平屋でしたが、後に鉄骨造の 2

階が増築された建物です。書斎棟のシャッ

ターは、1 階南側スチール両開き窓の外側

に設置されており、幅 1080 ㎜と 630 ㎜の

ものがあります。今回掲載したシャッター

は幅 630 ㎜の狭いほうです。シャッター

ケースは、窓の欄間上部の本箱の奥に鉄板

の蓋をして設置されていました。詳細は次

旧日本銀行の中庭に付く窓用シャッター

左： 旧 田 中 家
シャッターの手動
式開閉機、

右：旧田中家の
洋館棟のシャッ
ター、奥は木造和
館棟

旧鈴木家住宅の書
斎棟のシャッター
外観
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角野　茂勝

　鉄板蓋を外すとシャッターケースは、高

さ 254 ×奥行 254 ×長さ 1000 ㎜で壁に取

付けられています。蓋の下端から 125 ㎜

上がり、奥に 125 ㎜入った位置に径 25 ㎜

の鋼管の中心軸が取付けてられています。

ケース両端部から 170 ㎜程入った位置に二

重に鋼のドラムが取付けてあり、そこの表

面 3カ所に螺子でシャッターを留付けてい

ます。右端にはそのドラムを回転させる 2

列に並んだ手動式の滑車が取付けられてい

ます。各々の滑車に幅 20 ㎜×厚 1.5 ㎜の

真田紐 (帯紐 )の端部を螺子 2本で留め付

けております。外側の滑車の真田紐を引く

とシャッターが降り閉まり、内側の滑車を

引くとシャッターが巻かれて開きます。真

田紐は 1本物で繋がっており、内側の滑車

を引くと、外側の滑車に紐を巻きとるよう

に留めており、開閉機の箱の中に紐の長さ

が一定となる仕組みです。真田紐は垂れて

シャッター開閉機に挟み込まれて収納され

ています。この開閉機は滑車の真下の壁に

埋め込まれ、高さ 210 ㎜幅 120 ㎜奥行 100

㎜の真鍮製の箱で片開きの蓋がついていま

す。ちなみにこの真田紐とは綿製で縦糸と

横糸を使い織られているため伸縮せず強度

のある紐です。

中央にドラムが右端には真田紐が巻き付いた 2 列に
並んだ滑車が見える。手前は本箱で、下側に欄間が
見える。
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　現在のシャッターは安心と快適性を求め

られ、防犯が主となっていますが、当初の

シャッターは防火のために造られておりま

した。大正 13 年に出されたカタログ集「建

築資料集覧」でシャッターが載せられた項

目は、防火耐震材料として取り上げられて

おります。うたい文句は「耐久力、防火力

の絶大なる論をまたない」鈴木式捲揚防火

シャッターで、扱っている会社は「建築金

物商会」（後の鈴木シャッター工業）です。

　シャッターの初めての試練は大正 12 年

9 月 1 日の関東大震災の大火災でした。日

本銀行は、残念ながら建物内部営業所・事

務所の過半を類焼したが、金庫を含む建物

そのものはびくともせず無事でした。その

火災について、「日本銀行 80 年史」に掲載

された深井英五著「回顧 70 年」に震災時

の本店内部の炎上に付いて次のように述べ

ています。

　呉服橋に近付いたら、日本銀行の閉鎖された窓の

隙間から細い煙が出るのが見えたので今更ながら悲

痛の感が胸に迫った。---------　外濠側の面に近

寄ってみると、銀行の内部には処々赤い火炎がきら

めいて居る。消防車が 1 台、濠の水を窓から注いで

居たが建物が広いから効果が少ない。------。

　これらの文章を読むと、火災時に窓から

炎が見えていることからシャッターは閉め

られていなかったのかと考えられます。

　その後、辰野金吾の高弟長野宇平治によ

り、被災建物の復旧は耐火構造を改良する

方針で大正 14 年 1 月着工、15 年 10 月に

工事は終了し復旧しています。この時点で

シャッター等も改良が加えられたのではな

いかと思われます。

　旧鈴木家住宅の書斎棟には多くの貴重な

書籍があり、これらを守るため鉄筋コンク

リート造にし、建具はスチール製でその外

側にシャッターが付けられています。第二

次世界大戦の 4 月 13 日の大空襲により木

造 2階建て主屋は全焼しましたが、書斎棟

は焼失を免れました。この時 2階に増築し

た鉄骨造は火災によりしなるように鉄骨が

曲がっており火力のすごさを物語っており

ます。しかし書斎棟所蔵の本は無事でした。

防火シャッターの役割を見事に果たしてお

ります。

　防火シャッターは明治時代から造られて

いますが幾多の試練を受けて改良されてき

ているのです。関東大震災の大火災を契機

に、多くの人達に意識され受け入れられて

使われて来た金物 (現在は建具 )ではない

でしょうか。

上：シャッターが閉
められてドラムと端
部が見えている。

左：真田紐のついた
シャッターの開閉機
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